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日
本
最
大
の
半
島
で
あ
る
紀
伊
半
島

の
西
側
に
位
置
す
る
和
歌
山
県
。
そ
の

広
大
な
和
歌
山
県
下
一
円
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
ぶ
事
が
出
来
る
唯
一
の
整
備

工
場
を
今
回
ご
紹
介
し
ま
す
、
株
式
会

社
庵
田
自
動
車
商
会
様
で
す
。
そ
の
歴

史
は
古
く
創
業
者
の
庵
田
正
人
氏
が
昭

和
22
年
５
月
に
現
在
の
本
社
所
在
地
に

工
場
を
開
設
し
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
以
降
熊
野
川
ダ
ム
建
設
時
の
車
両

整
備
の
為
昭
和
34
年
に
は
新
宮
営
業
所

を
開
設
、
昭
和
40
年
に
は
住
金
属
和
歌

山
製
鉄
所
内
に
特
殊
車
両
検
査
場
を
設

置
す
る
な
ど
事
業
を
拡
大
さ
れ
、
現
在

は
本
社
・
和
歌
山
工
場
・
田
辺
営
業

所
・
新
宮
営
業
所
・
高
石
出
張
所
、
関

連
会
社
に
和
歌
山
特
殊
車
両
整
備
株
式

会
社
を
有
し
社
員
数
69
名
の
県
下
最
大

手
の
整
備
工
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
最
大
の
強
み
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
軽
自
動
車
か
ら
大
型
の
ト

ラ
ッ
ク
ま
た
ダ
ン
プ
カ
ー
や
高
所
作
業

車
な
ど
の
特
殊
車
両
ま
で
す
べ
て
の
車

両
の
整
備
が
出
来
る
ま
さ
に
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
整
備
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
お
客
様

に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
頂
き
リ
フ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
愛
車
を
下
か
ら
見
な
が

ら
修
理
箇
所
を
説
明
す
る
な
ど
、
安
心

出
来
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

代
表
取
締
役
庵
田
正
二
様
に
お
話
を

お
伺
い
し
ま
す
と
、
同
社
の
理
念
は

『
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
。
和
の
追
求

と
蓄
積
が
与
え
ら
れ
た
使
命
』
と
い
う

も
の
。
こ
の
言
葉
は
創
業
者
の
モ
ッ
ト

ー
で
あ
り
ま
し
た
『
和
』
と
言
う
一
文

字
を
追
求
し
な
が
ら
地
域
社
会
や
従
業

員
に
貢
献
す
る
事
を
使
命
と
す
る
同
社

の
姿
を
表
し
て
お
り
ま
す
。
話
を
お
伺

い
し
た
日
は
ち
ょ
う
ど
新
卒
社
員
の
入

社
式
で
あ
り
ま
し
た
が
、
県
下
一
円
を

ネ
ッ
ト
す
る
カ
ー
ド
ク
タ
ー
の
役
割
を

果
た
す
為
に
人
材
の
育
成
、
技
術
力
の

向
上
に
は
大
変
力
を
入
れ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
優
良
企

業
と
し
て
税
務
署
の
優
良
申
告
法
人
の

表
彰
を
昭
和
45
年
の
初
年
度
か
ら
継
続

し
て
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
種
団

体
の
役
員
を
歴
任
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
る
庵
田
正

二
社
長
の
、
再
来
年
の
70
周
年
を
一
つ

の
区
切
り
と
し
な
が
ら
も
も
っ
と
そ
の

先
の
百
年
企
業
に
向
か
っ
て
『
和
』
の

経
営
を
徹
底
さ
れ
る
姿
に
大
変
な
感
銘

を
受
け
た
次
第
で
す
。

（
杉
村
隆
行
）

　

桜
の
便
り
と
共
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
た
新
社
会
人
の
若

い
男
女
の
姿
が
目
立
つ
季
節
と
な
っ

た
。
緊
張
気
味
の
顔
を
見
る
と
「
頑
張

れ
よ
」
と
言
葉
を
掛
け
た
く
な
る
と
同

時
に
前
に
読
ん
だ
本
が
思
い
浮
か
ん
だ

▼
温
厚
な
紳
士
役
が
似
合
っ
た
小
玉
清

さ
ん
が
俳
優
に
な
っ
た
の
は
、
「
母
と

パ
ン
ツ
が
原
因
だ
っ
た
。
大
学
院
に
進

む
つ
も
り
が
、
母
が
亡
く
な
り
、
急
に

職
探
し
を
始
め
た
。
就
職
難
、
知
人
が

勝
手
に
応
募
し
た
俳
優
の
面
接
を
受
け

る
。
水
着
審
査
が
あ
る
の
を
知
ら
ず
、

パ
ン
ツ
姿
で
臨
む
と
、
か
え
っ
て
目
立

ち
、
合
格
で
き
た
。
「
そ
れ
が
生
涯
の

仕
事
に
な
ろ
う
と
は
」
と
著
書
「
負
け

る
の
は
美
し
く
」
で
回
想
し
て
い
る
▼

新
社
会
人
諸
君
も
長
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
・
ウ
ー
マ
ン
生
活
に
あ
っ
て
は
、
努

力
が
実
ら
ぬ
時
も
あ
れ
ば
、
偶
然
が
幸

運
を
運
ん
で
く
れ
る
時
も
あ
る
。
逆
風

を
感
じ
た
ら
肩
の
力
を
抜
い
て
み
よ
う

▼
俳
優
の
道
を
進
ん
だ
児
玉
さ
ん
だ

が
、
端
役
の
時
代
が
長
く
、
そ
の
他
大

勢
の
雑
兵
役
で
出
演
し
た
黒
沢
明
監
督

の
「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」
で
は
手
抜
き

で
身
体
の
表
の
面
だ
け
ま
っ
黒
に
塗
り

脛
の
裏
側
は
真
っ
白
、
運
悪
く
そ
れ
が

カ
メ
ラ
に
入
り
、
「
不
真
面
目
な
役
者

は
僕
の
映
画
に
は
い
ら
な
い
。
す
ぐ
に

帰
れ
」
と
大
目
玉
を
く
ら
っ
た
り
、
会

社
か
ら
ほ
さ
れ
る
な
ど
、
苦
労
も
多
か

っ
た
。
勝
利
を
望
め
な
い
な
ら
、
最
善

を
尽
く
し
て
、
せ
め
て
美
し
く
負
け
よ

う
。
そ
う
考
え
る
と
心
が
静
ま
っ
た
と

い
う
▼
負
け
る
の
は
美
し
く
…
。
穏
や

か
な
表
情
の
内
側
に
秘
め
た
厳
し
い
覚

悟
の
言
葉
だ
。　
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騒
音
対
策
強
化
の
背
景
に
つ
い
て

　

マ
フ
ラ
ー
を
交
換
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

大
き
な
騒
音
や
人
が
不
快
と
感
じ
る
騒
音
を

撒
き
散
ら
す
自
動
車
等
が
後
を
絶
た
な
い
状

況
に
あ
り
、
長
年
の
大
き
な
社
会
問
題
で
し

た
。
従
来
の
規
制
と
し
て
は
、
自
動
車
等
が

発
す
る
騒
音
に
対
し
て
、
「
近
接
排
気
騒
音

基
準
」
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
車
両
型
式
認

証
（
自
動
車
の
型
式
指
定
等
※1
）
、
車
検
並

び
に
整
備
命
令
及
び
不
正
改
造
等
の
禁
止
の

規
定
※2 

等
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
規
制
の
み
で
は
、

不
適
切
な
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
等
に
よ
り
大
き

な
騒
音
を
撒
き
散
ら
す
車
両
を
、
必
ず
し
も

充
分
に
排
除
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
16
年

７
月
、
国
土
交
通
省
は
環
境
省
と
合
同
で

「
自
動
車
排
気
騒
音
対
策
検
討
会
」
を
設
置

し
、
交
換
用
マ
フ
ラ
ー
事
前
認
証
制
度
の
導

入
を
柱
と
す
る
、
不
正
改
造
車
等
の
排
除
方

策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
17
年
６
月
に
は
、
環
境
大
臣
よ
り
中
央

環
境
審
議
会
に
対
し
、
「
今
後
の
自
動
車
単

体
騒
音
低
減
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
諮

問
さ
れ
、
使
用
過
程
車
の
騒
音
対
策
を
は
じ

め
と
し
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
自
動
車
排
気
騒
音
対
策
検
討

会
」
に
お
け
る
検
討
結
果
、
及
び
平
成
20
年

12
月
18
日
付
け
の
中
央
環
境
審
議
会
中
間
答

申
に
お
い
て
早
急
に
実
施
す
べ
き
使
用
過
程

車
に
対
す
る
騒
音
低
減
対
策
と
し
て
、
「
マ

フ
ラ
ー
の
事
前
認
証
制
度
を
導
入
し
、
認
証

さ
れ
た
マ
フ
ラ
ー
へ
の
『
性
能
等
確
認
済
表

示
』
を
車
検
等
に
お
い
て
活
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

関
係
法
令
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

※1 

車
両
型
式
認
証
に
お
い
て
は
、
加
速
走
行
騒

音
基
準
及
び
定
常
走
行
騒
音
基
準
も
適
用
さ

れ
て
い
る
。

※2 

整
備
命
令
及
び
不
正
改
造
等
の
禁
止
の
規
定

は
、
検
査
対
象
自
動
車
及
び
軽
二
輪
自
動
車

に
対
し
て
適
用
が
可
能
。

対
象
車
輌
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
（
2
0
1
0
年
）
４
月
以
降
に

カ
ー
メ
ー
カ
ー
で
製
作
さ
れ
た
自
動
車
等

（
輸
入
車
を
含
む
。
但
し
、
並
行
輸
入
車
は

通
関
証
明
日
）

　

な
お
、
乗
車
定
員
11
人
以
上
の
自
動
車
、

車
両
総
重
量
が
3
・
5
ト
ン
を
超
え
る
自
動

車
、
大
型
特
殊
自
動
車
及
び
小
型
特
殊
自
動

車
に
備
え
る
マ
フ
ラ
ー
は
適
用
対
象
外
。

対
象
車
輌
の
確
認
は
車
検
証
で

　

車
検
証
の
備
考
欄
に
は
、
『
マ
フ
ラ
ー
加

速
騒
音
規
制
適
用
車
』
と
記
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
※
図
①
参
照

マ
フ
ラ
ー
メ
ー
カ
ー
の
対
応
に
つ
い
て

第
一
種
後
付
消
音
器
（
ス
ポ
ー
ツ
マ
フ
ラ
ー

分
類
）

・
第
二
種
後
付
消
音
器
以
外
の
後
付
消
音
器

等
を
い
う
。

【
騒
音
防
止
性
能
試
験
方
法
】

公
的
機
関
立
会
い
の
も
と
近
接
排
気
騒
音
、

定
常
走
行
騒
音
、
加
速
走
行
騒
音
を
測
定

第
二
種
後
付
消
音
器
（
優
良
マ
フ
ラ
ー
分

類
）

・
後
付
消
音
器
等
の
う
ち
、
指
定
自
動
車
等

に
備
え
ら
れ
た
消
音
器
と
同
一
の
構
造
を

有
し
、
か
つ
、
同
一
範
囲
の
自
動
車
等
の

同
一
の
位
置
に
備
え
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

【
騒
音
防
止
性
能
試
験
方
法
】

公
的
機
関
に
よ
り
消
音
器
の
外
観
及
び
内

部
構
造
並
び
に
材
質
等
を
視
認
等
に
よ
る

検
査

　

両
マ
フ
ラ
ー
分
類
共
に
公
的
機
関
に
よ
り

騒
音
防
止
性
能
試
験
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
マ
フ
ラ
ー
に
は
『
性
能
等
確
認

済
表
示
』
を
明
示
す
る
。

性
能
等
確
認
済
み
表
示
に
つ
い
て

※
図
②
、
図
③
参
照

排
気
系
部
品
は
新
品
交
換
が
原
則
で
す

　

排
気
系
部
品
は
、
エ
ン
ジ
ン
か
ら
発
生
す

る
高
温
・
高
圧
で
あ
る
排
気
ガ
ス
を
浄
化
し
、

排
気
温
度
と
圧
力
を
低
下
さ
せ
な
が
ら
騒
音

を
抑
え
、
安
全
に
車
の
後
方
へ
と
導
く
装
置

で
す
。
ま
た
、
排
気
系
部
品
は
エ
ン
ジ
ン
性

能
を
維
持
す
る
上
で
大
変
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
ま
す
。

　

排
気
量
や
タ
イ
プ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
消
音
効
果
の
低
い
（
排
気
の
ヌ
ケ

の
良
い
）
内
部
構
造
の
マ
フ
ラ
ー
を
装
着
す

る
と
、
高
回
転
時
の
ヌ
ケ
は
良
く
な
り
ま
す

が
、
低
回
転
時
で
の
ト
ル
ク
が
減
少
し
ま
す
。

逆
に
消
音
効
果
の
高
い
（
ヌ
ケ
が
悪
い
）
も

の
を
装
着
す
る
と
逆
の
結
果
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
エ
ン
ジ
ン
性
能
の
向
上
と
静
粛
性

は
相
反
す
る
関
係
に
あ
り
、
高
次
元
で
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
こ
と
が
排
気
系
部
品
の
命
で
す
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
（
壊
れ
た

排
気
系
部
品
や
適
合
車
種
と
違
う
も
の
を
装

着
す
る
）
と
エ
ン
ジ
ン
性
能
が
低
下
す
る
ば

か
り
か
燃
費
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
排
気
系
部
品
が
破
損
し
た
場
合

に
は
修
理
で
は
な
く
新
品
交
換
が
原
則
で
す
。

※
図
④
参
照

ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
式
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
接

続
部
品
の
同
時
交
換
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

基
本
的
な
自
動
車
排
気
系
部
品
は
、
エ
ン

ジ
ン
か
ら
後
方
に
向
か
っ
て
、
エ
キ
ゾ
ー
ス

ト
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
、
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
パ
イ
プ
、

触
媒
コ
ン
バ
ー
タ
、
セ
ン
タ
ー
パ
イ
プ
、
メ

イ
ン
マ
フ
ラ
ー
、
テ
ー
ル
パ
イ
プ
で
構
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
※
図
⑤
参
照

　

こ
れ
ら
自
動
車
排
気
系
部
品
の
耐
久
強
度

に
影
響
す
る
振
動
は
エ
ン
ジ
ン
振
動
入
力
、

路
面
振
動
入
力
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
振
動
が
排
気
管
に
伝
達
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
為
に
、
従
来
は
蛇
腹
管
（
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
チ
ュ
ー
ブ
）
が
排
気
系
部
品
の
中
間
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
蛇
腹
管
に
比
べ
コ

ン
パ
ク
ト
化
で
き
る
と
と
も
に
、
振
動
に
対

し
て
最
適
位
置
に
搭
載
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
式
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
機
構

（
球
面
を
持
っ
た
フ
ラ
ン
ジ
と
ガ
ス
ケ
ッ
ト
、

ボ
ル
ト
、
ス
プ
リ
ン
グ
で
構
成
※
図
⑥
参
照
）

へ
移
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
部
品

は
高
耐
久
化
さ
れ
日
々
品
質
向
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
経
年
変
化
に
よ
り
新
車
時
よ
り

劣
化
し
て
い
き
、
こ
の
機
構
に
使
用
さ
れ
て

い
る
部
品
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

ス
プ
リ
ン
グ
（
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
・
Ｓ
Ｕ
Ｓ

３
０
４
‐
Ｗ
Ｐ
Ｂ
）
の
使
用
許
容
温
度
は
２

９
０
度
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
鋼
種
は
高
温

で
は
常
温
と
異
な
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
へ
た

り
が
発
生
し
ま
す
。
故
に
、
排
気
系
部
品
を

交
換
さ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
ガ
ス
ケ
ッ
ト
、

ボ
ル
ト
、
ス
プ
リ
ン
グ
も
同
時
交
換
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
※
図
⑦
参
照

情
報
提
供
▼
株
式
会
社 

辻
鐵
工
所
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技
術
コ
ラ
ム vol.29

交
換
用
マ
フ
ラ
ー
の
事
前
認
証
制
度
に
つ
い
て

図①　車検証の備考欄

図
②

本
年
３
月
よ
り
、
平
成
22
年
４
月
以
降
に
カ
ー
メ
ー
カ
ー
で
制
作
さ
れ
た
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転

車
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
が
５
年
を
経
過
し
、
２
回
目
の
車
検
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

純
正
以
外
の
マ
フ
ラ
ー
（
消
音
器
）
を
装
着
し
て
車
検
を
取
得
す
る
場
合
、
『
性
能
等
確
認
済
表

示
』
が
打
刻
印
又
は
プ
レ
ー
ト
で
明
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
車
検
不
適
合
に
な
り
ま
す
。

図
③

図④　消音の原理

図⑤

図⑥

図⑦



　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
い
う
言
葉
は
よ
く

聞
か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

は
、
骨
の
量
が
減
少
し
た
り
、
骨
の
質

が
変
化
し
た
り
し
て
骨
が
弱
く
な
り
、

骨
折
が
お
こ
り
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
で
骨
が
弱
く
な
る
と
、

さ
さ
い
な
動
作
で
骨
が
つ
ぶ
れ
た
り
、

転
ん
で
骨
折
を
お
こ
す
可
能
性
が
高
く

な
る
の
で
、
長
寿
時
代
を
迎
え
た
現
代

で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
骨
粗
し
ょ

う
症
で
骨
が
弱
く
な
っ
て
も
、
最
初
は

痛
み
な
ど
が
な
い
の
で
見
逃
し
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
骨
粗

し
ょ
う
症
が
進
行
す
る
と
、
脊
椎
（
背

中
の
骨
）
が
身
体
の
重
み
に
耐
え
ら
れ

ず
に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
「
性
別
・
年
齢
・

遺
伝
・
体
質
」
な
ど
、
自
分
で
は
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
と
、
「
食
生

活
・
運
動
不
足
・
喫
煙
・
過
度
の
飲

酒
」
な
ど
、
自
分
で
変
え
る
こ
と
の
で

き
る
生
活
習
慣
が
関
係
し
て
お
こ
り
ま

す
。　

　

以
下
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、

骨
粗
し
ょ
う
症
に
か
か
り
や
す
い
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

①
閉
経
後
の
女
性

②
高
齢
の
方

③
遺
伝
、
体
質
：
骨
粗
し
ょ
う
症
の
近

親
者
が
い
る
人
、
ま
た
、
や
せ
て
い

る
人
や
筋
肉
が
少
な
い
人

④
病
気
の
影
響
：
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
使

用
や
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
な
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ど
の
人

⑤
食
生
活
が
偏
っ
て
い
る

⑥
運
動
不
足

⑦
喫
煙

⑧
過
度
の
飲
酒

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
は
、
ま
ず
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
牛

乳
・
乳
製
品
、
大
豆
・
大
豆
製
品
、
小

魚
・
海
藻
類
、
野
菜
な
ど
の
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
を
意
識
し
て
と

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
適
度
な
運
動
の

習
慣
を
身
に
つ
け
、
骨
を
強
く
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
運
動
を
す
る
と
、
筋

力
や
バ
ラ
ン
ス
力
も
養
わ
れ
て
転
倒
し

に
く
く
な
る
た
め
、
骨
折
の
予
防
に
も

な
り
ま
す
。
き
ょ
う
か
ら
早
速
、
は
じ

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

｠

　

2
0
1
5
年
12
月
よ
り
発
売
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
パ
ワ

ー
ソ
ー
ス
「PPS-18000

」
発
売
開
始
よ
り
３
月
迄

の
４
ヵ
月
間
で
、
3
0
0
0
台
の
販
売
実
績
を
誇
る

ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
製
品
は
、
充
電
式
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
大

容
量
1
8
0
0
0
m
A
h
）
を
搭
載
し
、
持
ち
運
び

に
便
利
な
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
12
V
電
源
と
し
て
、

ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
タ
ー
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し

て
お
使
い
頂
け
る
製
品
で
す
。

　

大
容
量
電
池
を
搭
載
し
た
こ
と
に
よ
り
、

4
0
0
0
cc
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
車
や
3
0
0
0
cc

ク
ラ
ス
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
対
し
て
の
ジ
ャ
ン
プ
ス

タ
ー
ト
機
能
を
有
し
ま
す
。（
※
1
）

　

ま
た
、
近
年
の
電
子
制
御
化
さ
れ
た
車
両
で
は
、

電
源
供
給
が
停
止
す
る
と
、
一
部
の
電
子
部
品
で
は
、

動
作
に
不
具
合
が
発
生
、
初
期
設
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
付
属
の
O
B
D
Ⅱ
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
、
バ

ッ
テ
リ
ー
交
換
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
再
設
定
に
掛
か
る
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。（
※
2
）

　

そ
の
他
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
充
電
機
能（
※

3
）
、
直
流
機
器（
※
4
）
の
サ
ブ
電
源
、
L
E
D
ラ
イ

ト
も
搭
載
し
、
１
台
５
役
の
製
品
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
工
場
に
も
、
非
常
時
に
威
力
を
発
揮
す
る

本
製
品
の
購
入
を
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。（

平
山
正
也
）

【
備
考
】

※
1　

対
応
車
両
で
あ
っ
て
も
、
バ
ッ
テ

　
　
　

リ
ー
の
状
態
や
環
境
に
よ
り
、
ジ

　
　
　

ャ
ン
プ
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
場
合

　
　
　

が
あ
り
ま
す
。

※
2　

車
両
に
よ
っ
て
は
D
L
C
（
車
両

　
　
　

側
コ
ネ
ク
タ
ー
）
か
ら
電
源
を
供

　
　
　

給
で
き
ず
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
動
作

　
　
　

が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
車
両
（
特
に
ア
イ
ド
リ
ン

　
　
　

グ
ス
ト
ッ
プ
車
）
に
よ
っ
て
は
、

　
　
　

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
時
に
必
ず
初
期

　
　
　

設
定
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

　
　
　

ま
す
の
で
、
整
備
要
領
書
な
ど
で

　
　
　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
3　

ケ
ー
ブ
ル
は
付
属
し
て
お
り
ま
せ

　
　
　

ん
。
別
途
ご
準
備
の
う
え
、
ご
使

　
　
　

用
く
だ
さ
い
。

※
4　

ご
使
用
に
な
る
直
流
機
器
に
よ
り
、

　
　
　

使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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VOLUME 19Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

健
康
一
口
メ
モ

日立ポータブルパワーソース「PPS-18000」

気
に
な
る
病
気
や
健
康
に
つ
い
て
「
一
口
メ
モ
」
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す

【
骨
粗
し
ょ
う
症
】を
予
防
し
よ
う

公
益
財
団
法
人 

福
井
県
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー

引
用
文
献

転
ば
ぬ
先
の
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
法
規
出
版
）

BEST SELLER
おススメの本

　アメリカの大統領、故ケネディ氏が尊敬する日本人と
して上杉鷹山をあげたことはとても有名な話です。経営
者としてではなく、民主主義を江戸時代（1700年代）
に既に実践していたからでしょうか。他家から破綻寸前
の上杉家に養子に入り、17歳で家督を継いで、貧困の米
沢を救った名君。名門上杉家のプライドを捨てきれない
家臣達の抵抗のあるなか、様々な産業を奨励し米沢藩の
改革に努めました。倹約家な反面、人材投入や教育にか
かる費用は惜しまず、その手腕ぶりは現代にも通じる理
想のリーダー像です。最近NHK教育テレビの「知恵の
泉」という番組にも取り上げられていました。また私の
地元のトヨタ共販さんでも、社員教育に力を注ぎ、人材
育成教材として今回紹介する「上杉鷹山の経営学」を使
用しておられたようです。
　世界に誇れるすばらしい人物だと思います。たくさん
の人に読んでもらいたい一冊です。

（花ヶ埼　巧）

上杉鷹山の経営学
危機を乗り切るリーダーの条件

著者／竜門冬二
（PHP文庫）

＜パワーソース本体＞

＜製品構成＞
付属キャリングケース収納状態

※製品仕様に関しては、予告なく変更されることがあります。あらかじめご了承ください。
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「
長
崎
く
ん
ち
」

　

長
崎
の
お
祭
り
と
い
え
ば
「
長
崎
く

ん
ち
」
、
長
崎
の
氏
神
様
「
諏
訪
神

社
」
の
秋
の
大
祭
で
す
。
日
本
３
大
く

ん
ち
の
中
で
も
最
も
有
名
で
す
が
、
九

州
北
西
部
で
は
秋
に
行
わ
れ
る
お
祭
り

の
こ
と
を
「
お
く
ん
ち
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
く
各
地
の
地
名
が
付
い
た
お

く
ん
ち
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
く
ん
ち
は
毎
年
10
月
７
日
〜
９

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
年
に
奉
納
踊

を
披
露
す
る
当
番
の
町
を
踊
町
（
お
ど

り
ち
ょ
う
）
と
い
い
、
現
在
長
崎
市
内

に
全
部
で
59
か
町
あ
り
、
７
つ
の
組
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、
７
年
に
一
回
踊
町

が
回
っ
て
来
ま
す
。
主
な
演
し
物
（
だ

し
も
の
）
に
は
、
踊
り
・
曳
物
（
ひ
き

も
の
）
・
担
ぎ
物
（
か
つ
ぎ
も
の
）
・

通
り
物
が
あ
り
、
踊
り
は
日
本
舞
踊
を

指
し
ま
す
が
阿
蘭
陀
万
歳
等
の
演
目
も

あ
り
ま
す
。
曳
物
は
舟
形
に
車
を
付
け

て
大
勢
で
曳
く
も
の
を
指
し
、
鯨
の
潮

吹
き
等
で
、
担
ぎ
物
は
大
勢
の
担
ぎ
手

が
担
ぐ
出
し
物
。
有
名
な
「
コ
ッ
コ
デ

シ
ョ
（
太
鼓
山
）
」
が
こ
れ
に
当
た
り

ま
す
。
通
り
物
は
道
中
を
練
り
歩
く
行

列
で
す
。

　

お
く
ん
ち
の
本
番
は
10
月
の
３
日
間

で
す
が
、
６
月
１
日
の
「
小
屋
入
り
」

か
ら
く
ん
ち
は
始
ま
り
ま
す
。
10
月
１

日
の
「
事
始
神
事
」
に
よ
り
大
祭
の
始

ま
り
が
神
前
に
報
告
さ
れ
、
３
日
夕
方

に
は
「
庭
見
せ
」
と
呼
ば
れ
る
衣
装
や

道
具
の
公
開
が
さ
れ
、
４
日
の
午
後
に

は
本
番
と
同
じ
衣
装
で
町
内
で
の
お
披

露
目
の
リ
ハ
ー
サ
ル
「
人
数
揃
（
に
ん

ぞ
ろ
い
）
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
長
い
期

間
か
け
て
準
備
と
練
習
が
く
り
か
え
し

お
こ
な
わ
れ
る
の
で
す
。

　

長
崎
く
ん
ち
の
ト
リ
ビ
ア
と
し
て
諏

訪
神
社
舞
台
正
面
の
長
坂
（
70
段
ほ
ど

の
階
段
、
観
覧
す
る
に
は
特
等
席
）
が

実
は
無
料
で
あ
る
、
と
か
、
期
間
中
は

小
学
校
は
休
み
だ
っ
た
り
等
が
あ
り
ま

す
。
お
く
ん
ち
の
映
像
と
い
え
ば
な
ぜ

か
龍
踊
（
じ
ゃ
お
ど
り
）
ば
か
り
が
流

れ
ま
す
が
他
に
も
た
く
さ
ん
の
演
し
物

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ

さ
い
。

（
西
山
浩
一
）

2015
SPRINGCOLUMN

ご
当
地　
　
　
　

紹
介 

〜
長
崎
県
長
崎
市
〜

FESTIVALS 

in JAPAN

MATS
URI

MATS
URI

開田工業株式会社

オイル下がりはエンジンの敵です!!

オイル下がりに強い
高性能エレメント

総販売元：㈱山商エンタープライズ
＜お問合せはオートハンズ各社へ＞

Kaida

　

去
る
２
月
18
日
･
19

日
、
東
京
流
通
セ
ン
タ
ー

に
て
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ
例
会

及
び
実
務
者
会
を
同
時
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
メ

ン
バ
ー
６
名
、
実
務
者
12

名
の
参
加
で
【
今
後
を
見

据
え
て
取
組
ん
で
い
る
・
計
画
し
て
い
る
新

し
い
商
材
等
】
と
題
し
て
メ
ン
バ
ー
各
社
が

取
り
組
ん
で
い
る
営
業
商
材
を
中
心
と
し
た

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
初
日
は
、
エ
ン

パ
イ
ヤ
自
動
車
㈱
様
の
ご
厚
意
で
同
日
開
催

の
【
E
M
C
フ
ェ
ア
ー
2
0
1
5
】
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
取
扱

っ
て
い
る
補
修
部
品
や
ケ
ミ
カ
ル
品
、
各
種

用
品
関
係
な
ど
そ
の
ア
イ
テ
ム
数
の
多
さ
に

驚
く
と
と
も
に
新
し
い
発
見
や
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
頃
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
実
務
者
に
と
っ
て
役
立
つ
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

２
日
目
は
、
同
会
場
会
議
室
に
お
い
て
、

実
務
者
と
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
で
会
合
を
行

い
ま
し
た
。
実
務
者
は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
各
社
で
取
り
組
ん
で
い
る
新
商
材
等

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
E
T
C
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
や
鈑
金
消
耗

品
、
塩
害
ガ
ー
ド
や
オ
ゾ
ン
脱
臭
機
な
ど

等
、
ま
た
日
頃
の
業
務
の
中
で
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
い

ろ
ん
な
事
例
を
お
互
い
知
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
盛
り
上
っ
た
中
身
の
濃
い
内
容
と
な
り

『
時
間
が
全
く
足
り
な
い
』
と
の
意
見
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
前
後
し
ま
す
が
初
日
の
夜
は
恒
例
の

親
睦
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
は
別
々
で

す
が
同
業
者
、
同
じ
仲
間
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
、
ま
た
年
に
一
度
の

実
務
者
会
で
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
者
も
お

り
、
お
互
い
良
い
刺
激
も
受
け
、
今
後
の
実

務
に
向
け
て
得
る
も
の
の
多
い
２
日
間
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
北
川
裕
二
）
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　2011年入社
の脇町営業所の
ホープ！井後秀
樹君を紹介しま
す。
　前職は、自動
車業界とは全く
違う職場でした
が、クルマもバ
イクも好きであ
ることを認めら

れ入社。
　入社当初は、ベテラン営業マンのパートナ
ーとして毎日の配達業務をそつなくこなし、
正社員となってからはすぐに担当地区も持ち、
現在では率先して稼動計画を実行しています。
また、相手の立場で喜ばれる改善策（商品）
を考えながら営業活動をしており、お客様・
社内共に信頼も厚い彼です。今年からは、
「すごい会議」での社内コーチ養成メンバー
にも推薦され、猛勉強中です。社内コーチは、
拠点長が中心となり進める会議を運営する側
の立場であり、非常に重責ある役目です。
　休日には大好きなバイクでツーリングに出
掛け、“風になって”英気を養い、そのかた
わら子供を公園に連れて行ったり、趣味の
DIYで日曜大工など。
　今後益々、当社の顔となり、また社内会議
をリードする事を期待されている彼です。

（北　哲也）

脇町営業所（徳島県）

株式会社 北光社
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